
（昭和年月日
第三種郵便物認可）

声
で
心
の
不
調
察
知

サ
ウ
ン
ド
＆
ヴ

ジ

ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ズ

ウェビナーで
解析端末紹介

日
立
ソ
リ


シ

ン
ズ
・
ク
リ
エ
イ
ト

福岡・宗像市の公共ライドシェア

配車アプリ導入

７
月
総
営
収
．
％
増

福
岡
タ
ク
シ

輸
送
実
績

宮
崎
地
区
で
運
賃
改
定
要
請

エ
ム
ア

ル
交
通
が
先
陣

実
働
率
は

％

前
年
比


増

高
す
ぎ
る
運
賃

﹁
乗
客
が
不
満
﹂

熊
本
で
官
民
連
携

オ
フ
ピ

ク
通
勤

９
月
に
実
施

ゼ
ン
リ
ン
な
ど

開
発
の﹁
ノ
ラ
ン
﹂

運
行
エ
リ
ア

２
地
区
追
加

「タクシー決済サービス」
﹁
ク
レ
ピ
コ
﹂︵
セ
イ
コ

ソ
リ



シ

ン
ズ

︶と
連
携

西日本支局

ＦＡＸ　（）
Ｅメール
nishi@toukou-np.co.jp

中国・四国・九州運輸局、
沖縄総合事務局各管内の
情報を報道しています。

（７） 第３１８６号（毎週月曜日発行）２０２５年　（令和７年）　８月２５日　（月曜日） 東　　　京　　　交　　 通　　　新　　　聞

日車営収（円） ，
▲．％

総営業収入（円） ，，，
．％

実働率（％） ．
．㌽

実車率（％） ．
▲．㌽

走行キロ（㌔） ．
．％

実車キロ（㌔） ．
▲．％

輸送回数（回） ．
．％

輸送人員（人） ，，
．％

収入／走行キロ（円） ．
▲．％

収入／実車キロ（円） ．
．％

月末車両数（台） ，
台

福岡交通圏　年７月輸送実績
普通車

※福岡市タクシー協会調べ。総営収
と輸送人員以外は実働日台当た
り。下段は前年同月比。▲は減

西鉄、月から「旅人」完全キャッシュレ
ス実験　西鉄（福岡市）は月からインバウン

ドなどが多く利用する太宰府ライナーバス
『旅人』（博多バスターミナル～太宰府）の完全

キャッシュレスの実証運行を始める。期間は
来年月末日まで。

国土交通省が公募した完全キャッシュレス
路線の採択を受けて実施するもの。

西鉄の完全キャッシュレスバス実験をめぐ
っては福岡市内路線でも実施中。

　
日
立
ソ
リ


シ

ン
ズ
・
ク
リ
エ
イ

ト
︵
東
京
・
品
川
区

南
章
一
社
長
︶
の

タ
ク
シ

業
界
向
け
決
済
サ

ビ
ス
﹁
タ

ク
シ

決
済
サ

ビ
ス
﹂
が

セ
イ
コ


ソ
リ


シ

ン
ズ
︵
千
葉
市

関
根
淳

社
長
︶
製
の
新
タ
ク
シ

メ

タ

連
動

決
済
端
末
﹁
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
ｉ
Ｃ
Ｏ
︵
ク
レ
ピ

コ
︶
Ａ
Ｔ

Ｐ
１
０
０
﹂
と
新
た
な
連
携

を
開
始
す
る

サ

ビ
ス
提
供
開
始
予
定

月
は
２
０
２
６
年
１
月


や

車
線
逸
脱
警
告
機
能

速

度
標
識
認
識
機
能

車
間
距
離

の
秒
数
に
よ
る
警
報
機
能
な

ど

多
彩
な
運
転
支
援
機
能
を

搭
載
す
る

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ


ダ

機
能
も
備
え
て
お
り

警

報
発
生
時
の
映
像
を
記
録
・
確

認
す
る
こ
と
も
可
能

悪
天
候

下
や
夜
間
で
も
高
精
細
な
検
知

を
実
現

安
全
運
転
を
サ
ポ


ト
す
る


﹁
Ｅ
ｙ
ｅ

Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
﹂は


デ


プ
ラ

ニ
ン
グ
技
術
を

用
い
た
高
精
度
の
ド
ラ
イ
バ


モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で


ド
ラ
イ
バ

の
眠
気
と
注
意
力

警
告
シ
ス
テ
ム
の
ヨ

ロ

パ

規
格
で
あ
る
﹁
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ｗ
﹂
に

準
拠

グ
ロ

バ
ル
基
準
の
安

全
性
を
提
供
す
る

居
眠
り
運

転
や
わ
き
見
運
転
あ
く
び


携
帯
電
話
の
使
用

喫
煙
と
い


た
行
動
を
検
知
し

音
声
や

警
告
音
で
注
意
を
促
す

録
画

機
能
も
搭
載
し
て
お
り

顔
認

証
に
よ
り
最
大
２
０
０
人
の
ド

ラ
イ
バ

識
別
が
可
能

小
型

・
軽
量
な
の
で
一
般
乗
用
車
か

ら
ト
ラ

ク
ま
で
幅
広
い
車
両

に
取
り
付
け
で
き
る


二
葉
計
器
で
は
﹁
先
進
機
器

を
通
じ
て

運
輸
業
界
に
お
け

る
安
全
運
転
支
援
と
事
故
防
止

の
取
り
組
み
を

よ
り
一
層
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
﹂
と
し
て

い
る


問
い
合
わ
せ
は
本
社
☎
０
６

︵
６
５
３
８
︶
３
４
０
１

Ｆ

Ａ
Ｘ
０
６
︵
６
５
３
８
︶
３
４

０
９

東
京
支
店
☎
０
３
︵
３

８
０
５
︶
２
８
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３︵
３
８
０
５
︶２
８
３
４


Ｅ
メ

ルinfo@futabakeik

i.co.jp

ま
で


ゼ
ン
リ
ン
︵
北
九
州
市
︶
と
ア
ル
パ
イ
ン
マ

ケ
テ

ン
グ
︵
東
京
都
大
田

区
︶
は

福
岡
県
宗
像
市
で
実
証
運
行
中
の
公
共
ラ
イ
ド
シ

ア
︵
自
家
用
有

償
運
送
︶
﹁
む
な
り
ん
く
﹂
に
対
し
共
同
開
発
し
た
配
車
ア
プ
リ
﹁
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｎ
︵
ノ
ラ
ン
︶
﹂
の
提
供
を
こ
の
ほ
ど
始
め
た

﹁
む
な
り
ん
く
﹂
は
遊
休
タ

ク
シ

車
両
を
活
用
し
て
お
り

タ
ク
シ

事
業
者
と
自
治
体
が
連
携
し
て
公

共
ラ
イ
ド
シ

ア
に
取
り
組
む
の
は
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い

今
回
の
配
車

ア
プ
リ
導
入
と
合
わ
せ
運
行
エ
リ
ア
も
２
地
区
追
加
し
計
３
地
区
と
な

た


「ノラン」は公共ライドシェアや乗合タクシー、
一般タクシーなどといった異なる交通モードの
予約ができる配車システム。まずは公共ライド
シェアの配車のみを対象とし、段階的に交通モ
ードを拡充させる方針

「むなりんく」は市内の遊休タクシーを活用。
タクシー事業者と自治体が連携して公共ライ
ドシェアに取り組むのは全国的にもめずらし
い（写真はまちづくり宗像提供）

初
乗
り
１
・
５

７
７
０
円

か
ら
１
・
０

７
０
０
円
へ

の
改
定
要
請
が
出
た
宮
崎
地

区
︵
写
真
は
宮
崎
駅
タ
ク
シ


乗
り
場
︶

　
こ
れ
ま
で
の
ク
レ
ジ

ト
・

各
種
電
子
マ
ネ

に
加
え
て


新
た
に
各
種
コ

ド
決
済
に
も

対
応
す
る﹁
Ａ
Ｔ

Ｐ
１
０
０
﹂

と
連
携
す
る
こ
と
で

多
様
な

決
済
手
段
が
利
用
可
能
に

利

用
者
の
利
便
性
向
上
と

タ
ク

シ

会
社
の
事
務
負
担
を
大
幅

に
軽
減
す
る


　
日
立
ソ
リ


シ

ン
ズ
・

ク
リ
エ
イ
ト
で
は
２
０
０
１
年

か
ら

タ
ク
シ

業
界
向
け
に

決
済
端
末
お
よ
び
﹁
タ
ク
シ


決
済
サ

ビ
ス
﹂
を
提
供
し
て

お
り
１
０
０
社
以
上
の
タ
ク
シ


会
社
が
導
入

タ
ク
シ

専

用
決
済
カ

ド
で
あ
る
﹁
Ｃ
Ａ

Ｂ
カ

ド
﹂
︵
従
来
の
紙
の
タ

ク
シ

チ
ケ

ト
を
Ｉ
Ｃ
カ


ド
に
代
え
て

ペ

パ

レ
ス

決
済
を
提
供
す
る
タ
ク
シ

専

用
の
決
済
カ

ド
︶
は
３
０
０

０
社
以
上
に
活
用
さ
れ

タ
ク

シ

業
界
の
決
済
サ

ビ
ス
の

一
翼
を
担

て
い
る


　
タ
ク
シ

業
界
で
は
人
材
不

足
に
対
応
す
る
た
め
の
従
業
員

の
事
務
負
担
軽
減
や

近
年
増

加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向
け

に

決
済
方
法
の
多
様
化
な
ど

を
求
め
る
声
が
大
き
く
な

て

い
る
が

新
タ
ク
シ

メ

タ


連
動
決
済
端
末
﹁
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｐ

ｉ
Ｃ
Ｏ
　
Ａ
Ｔ

Ｐ
１
０
０
﹂

と

日
立
ソ
リ


シ

ン
ズ

・
ク
リ
エ
イ
ト
の
﹁
タ
ク
シ


決
済
サ

ビ
ス
﹂
の
連
携
で


多
様
な
決
済
手
段
が
可
能
と
な

り

タ
ク
シ

利
用
の
さ
ら
な

る
機
会
創
出
を
支
援
す
る


　﹁
タ
ク
シ

決
済
サ

ビ
ス
﹂

の
主
な
導
入
メ
リ

ト
は
▽
多

様
な
決
済
手
段
に
対
応
‖
従
来

の
対
応
サ

ビ
ス
に
加
え
て
国

内
・
海
外
の
各
種
コ

ド
決
済

サ

ビ
ス

ク
レ
ジ

ト
カ


ド
タ

チ
決
済
に
も
対
応
▽
タ

ク
シ

メ

タ

連
動
に
よ
り

誤
決
済
を
防
止
▽
タ
ク
シ

会

社
の
事
務
負
担
軽
減
‖
日
立
ソ

リ


シ

ン
ズ
・
ク
リ
エ
イ

ト
は
ク
レ
ジ

ト
カ

ド
会

社

鉄
道
会
社
の
包
括
代
理
加

盟
店
の
た
め
契
約
の
簡
素
化


決
済
金
額
補
正

入
金
の
一
本

化
が
可
能

タ
ク
シ

会
社
が

個
別
で
こ
れ
ら
の
事
務
作
業
を

行
う
必
要
が
な
く
な
る
▽
取
引

翌
日
に
決
済
デ

タ
を
提
供
‖

イ
ン
タ

ネ

ト
で
取
引
明
細

を
確
認
で
き
る

ダ
ウ
ン
ロ


ド
し
た
帳
票
で
の
決
済
デ

タ

の
消
し
込
み
処
理
も
可
能
▽
２

社
に
よ
る
強
力
な
サ
ポ

ト
体

制
で
タ
ク
シ

会
社
を
支
援



な
ど


　
問
い
合
わ
せ
は
イ
ン
サ
イ
ド

セ

ル
ス
部
︵
担
当
・
上
田


綾
部
︶Ｅ
メ

ルhsc-contact

@m
lc.hitachi-solutions.co

m

ま
で


サ
ウ
ン
ド
＆
ヴ

ジ

ン
テ

ク
ノ
ロ
ジ

ズ︵
東
京
・
港
区


富
田
敦
彦
社
長
︶
は
７
月


﹁
ス
ト
レ
ス
チ


ク

な
ぜ

声
か
ら
が
い
い
？
﹂
を
テ

マ

に
ウ

ビ
ナ

を
開
催
し
た


同
社
が
開
発
・
提
供
す
る
働

く
人
の
メ
ン
タ
ル
状
態
の
可
視

化
や
眠
気
を
チ


ク
す
る
音

声
解
析
Ａ
Ｉ
端
末
﹁
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ

Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
︵
ケ
ア
・
キ



ブ
︶
Ｔ
Ｘ
﹂
に
つ
い
て
同
社
の

小
川
侑
紀
氏
と
タ
ク
シ

支
援

サ

ビ
ス
︵
静
岡
市

徳
差
和

則
社
長
︶
の
杉
山
智
樹
氏
が
説

明
し
た


小
川
氏
は
﹁
近
年

う
つ
病

や
心
の
病
に
よ
る
離
職
や
休
職

が
深
刻
化
し
て
お
り

働
く
人

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要
性

は
高
ま

て
い
る
﹂
と
述
べ
る

と
と
も
に
﹁
早
期
に
対
応
す
れ

ば
回
復
も
早
く
な
る
が
重
症
化

す
る
と
数
年
単
位
の
治
療
や


完
全
な
回
復
が
難
し
く
な
る
ケ


ス
も
あ
る

離
職
や
事
故


業
務
ミ
ス
の
原
因
に
な
り
得
る

た
め

見
逃
さ
な
い
し
く
み
が

求
め
ら
れ
る
﹂
と
強
調
し
た


そ
の
上
で
﹁
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ

Ｃ

ｕ
ｂ
ｅ

Ｔ
Ｘ
﹂
に
つ
い
て

﹁
本
人
の
意
識
で
は
操
作
し
に

く
い
声
帯
の
震
え︵
不
随
意
筋
︶

を
基
に
分
析
し

出
退
勤
の
際

な
ど
短
時
間
か
つ
日
常
的
に
客

観
的
な
デ

タ
を
取
得
で
き

る

検
査
結
果
を
蓄
積
す
る
こ

と
で
グ
ラ
フ
化
さ
れ

メ
ン
タ

ル
の
チ


ク
が
で
き
る

本

人
の
同
意
が
あ
れ
ば
企
業
側
が

集
団
分
析
や
個
人
ア
ラ

ト
を

受
け
取
る
こ
と
が
可
能
に
な

り

会
社
と
し
て
早
期
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と

し
た


続
い
て
杉
山
氏
は
﹁
Ｃ
ａ
ｒ

ｅ

Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ

Ｔ
Ｘ
﹂
の
ト

ラ
イ
ア
ル
を
行

た
タ
ク
シ


会
社
で
の
結
果
を
報
告

﹁
コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
タ
ク
シ


需
要
は
増
加

慣
れ
な
い
社
員

・
乗
務
員
が
増
え
る
と
課
題
は

採
用
か
ら
離
職
防
止
に
移
り
つ

つ
あ
る
﹂
と
し
た


ト
ラ
イ
ア
ル
で
は

人
の
従

業
員
を
選
び
測
定
し
た
結
果


４
人
︵
う
ち
乗
務
員
３
人
︶
が

﹁
不
調
﹂
の
判
定
が
出
た


﹁
不
調
﹂
の
乗
務
員
に
は
明
る

く
ま
じ
め
で
営
業
収
入
も
良
い

従
業
員
と
の
共
通
項
が
あ

た

と
言
う

﹁
こ
の
会
社
の
管
理

者
は
メ
ン
タ
ル
不
調
の
結
果
が

出
た
乗
務
員
に
そ
の
原
因
が
仕

事
に
あ
る
前
提
で
対
応
し

解

決
に
導
け
た
﹂
と
紹
介
し
た


さ
ら
に
杉
山
氏
は
﹁
﹃
Ｃ
ａ
ｒ

ｅ

Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ

Ｔ
Ｘ
﹄
は
メ

ン
タ
ル
チ


ク
以
外
に
も
バ

イ
タ
ル
︵
血
圧
や
体
温
︶
や
ア

ル
コ

ル
の
チ


ク
な
ど


幅
広
い
測
定
装
置
と
し
て
の
可

能
性
を
感
じ
る
﹂
と
の
期
待
感

を
示
し
た


◇

サ
ウ
ン
ド
＆
ヴ

ジ

ン
テ

ク
ノ
ロ
ジ

ズ
は
７
月

東
京

都
が
昨
年
度
よ
り
開
始
し
た
社

会
課
題
解
決
型
ス
タ

ト
ア


プ
支
援
事
業
﹁
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ

Ｃ
ｏ
│
ｉ
ｎ
Ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ

ｓ
﹂
の
コ
ン
セ
プ
ト
検
証
支
援

第
３
期
の
採
択
企
業
に
選
定
さ

れ
た

同
社
の
﹁
音
声
解
析
で

ス
ト
レ
ス

心
の
不
調
を
早
期

発
見
し

離
職
や
事
故
を
防
止

す
る
Ａ
Ｉ
サ

ビ
ス
検
証
﹂
が

採
択
さ
れ
た
も
の


今
月
に
は
国
土
交
通
省
の

﹁
事
故
防
止
対
策
支
援
推
進
事

業
﹂
に
お
け
る
過
労
運
転
防
止

に
資
す
る
対
象
機
器
と
し
て
同

社
の
﹁
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ

Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ

Ｔ
Ｘ
﹂
が
選
定
さ
れ
た


地
域
住
民
の
移
動
の
足
を
確

保
す
る
と
と
も
に

二
次
交
通

不
足
に
よ
る
観
光
周
遊
の
不
便

を
解
消
し
よ
う
と

福
岡
県
宗

像
市
の
岬
地
区
︵
運
行
日

月

・
水
・
金
曜
日
︶
で
４
月

日

に
ス
タ

ト
し
た
﹁
む
な
り
ん

く
﹂
は
市
内
の
タ
ク
シ

会
社

が
保
有
す
る
遊
休
タ
ク
シ

を

活
用
し
て
い
る


形
態
は
予
約
に
応
じ
て
運
行

す
る
乗
合
交
通
サ

ビ
ス
で


市
が
運
行
管
理
や
車
両
整
備
な

ど
を
タ
ク
シ

会
社
に
委
託
す

る
こ
と
で

タ
ク
シ

会
社
の

収
益
に
も
つ
な
が
る

運
転
は

タ
ク
シ

ド
ラ
イ
バ

か

法

定
講
習
を
修
了
し
た
一
般
ド
ラ

イ
バ

が
担
う


今
回
ゼ
ン
リ
ン
な
ど
が
開
発

し
た
配
車
ア
プ
リ
﹁
ノ
ラ
ン
﹂

を
導
入
し
た
こ
と
で
電
話
以
外

で
も
配
車
予
約
が
で
き
る
よ
う

に
な

た


加
え
て
新
た
に
７
月

日
か

ら
自
由

丘
地
区
︵
運
行
日


月
・
金
曜
日
︶
に

翌

日
か

ら
河
東
地
区
︵
同

火
・
木
曜

日
︶
に
も
実
証
運
行
を
拡
大
し

た
３

地
区
と
も
運
行
時
間
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時

予
約

は
乗
車
日
の
７
日
前
か
ら
可

能

目
的
地
の
到
着
予
定
時
間

が
午
後
８
時
を
過
ぎ
る
場
合
は

予
約
不
可
乗
車
定
員
は
３
人


﹁
ノ
ラ
ン
﹂
は
公
共
ラ
イ
ド

シ

ア
や
乗
合
タ
ク
シ


一

般
タ
ク
シ

な
ど
と
い

た
異

な
る
交
通
モ

ド
の
予
約
が
で

き
る
配
車
シ
ス
テ
ム
だ
が

ま

ず
は
公
共
ラ
イ
ド
シ

ア
の
配

車
の
み
を
対
象
と
し

段
階
的

に
交
通
モ

ド
を
拡
充
さ
せ
て

利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
タ
ク

シ

事
業
者
の
業
務
効
率
化
を

図
る
方
針


シ
ス
テ
ム
に
関
連
す
る
技
術

は
宗
像
市

ア
ル
パ
イ
ン
マ


ケ
テ

ン
グ

ゼ
ン
リ
ン
の
３

者
共
同
で
特
許
を
出
願
中


現
在

利
用
者
の
移
動
傾
向

と
交
通
空
白
地
を
重
ね
合
わ
せ

て
課
題
解
決
の
効
果
な
ど
の
把

握
に
努
め
て
お
り

公
共
交
通

の
維
持
・
改
善
を
支
援
す
る

﹁
運
行
分
析
シ
ス
テ
ム
﹂
も
開

発
し
て
い
る


将
来
的
に
は
﹁
ノ
ラ
ン
﹂
と

﹁
運
行
分
析
シ
ス
テ
ム
﹂
を
ト


タ
ル
ソ
リ


シ

ン
サ


ビ
ス
と
し
て
整
備
し

移
動
の

足
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
地
域

へ
の
全
国
展
開
を
見
据
え
て
い

る


福
岡
市
タ
ク
シ

協
会
︵
安

川
哲
史
会
長
︶
は
７
月
の
普
通

車
の
輸
送
実
績
を
こ
の
ほ
ど
ま

と
め
た


そ
れ
に
よ
る
と

総
営
業
収

入
は
前
年
同
月
を
上
回

た

が

実
働
１
日
１
台
当
た
り
営

業
収
入
︵
日
車
営
収
︶
は
微
減

し
た


具
体
的
に
は
総
営
収
は

億

８
６
５
１
万
５
１
１
２
円
で


前
年
同
月
に
比
べ
２
億
１
７
２

５
万
６
０
５
０
円
増
収
の
６
・

４
％
増
だ

た


日
車
営
収
は
４
万
１
８
６
９

円
で

前
年
同
月
比
３
４
３
円

減
収
の
０
・

８
％
減
だ


た
日

車
営
収

は
昨
年
７



月
ま
で
６

カ
月
連
続
で

４
万
円
台
を

記
録
し
て
い

た
も
の
の


今
年
に
入
り

４
万
円
を
割

り
込
ん
で
い

た
が
６
月
に
再
び
回
復
し
７
月

も
維
持
し
た
格
好
と
な

た


実
働
率
は
ド
ラ
イ
バ

確
保

が
進
ん
だ
た
め
か

前
年
同
月

比
３
・
０

増
の

・
８
％
と

な

た


延
べ
実
働
台
数
は
前
年
同
月

比
５
８
４
３
台
増
の
７
・
３
％

増
で

８
万
５
６
６
１
台
だ


た
実

車
率
は
前
年
同
月
比
２
・

０

減
の

・
１
％
だ

た


輸
送
人
員
は
前
年
同
月
比
７

万
２
６
０
７
人
増
の
２
・
５
％

増
で

３
０
１
万
１
８
８
４
人

だ

た


博
多
駅
や
天
神
な
ど
の
繁
華

街
で
客
待
ち
し
て
い
る
タ
ク
シ


ド
ラ
イ
バ

を
取
材
す
る
と

乗
客
か
ら
﹁
運
賃
が
高
す
ぎ
て

利
用
し
づ
ら
く
な

た
﹂
と
嘆

か
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と

い
う


あ
る
ド
ラ
イ
バ

は
７
月
下

旬
に
隣
接
す
る
北
九
州
都
市
圏

で
運
賃
改
定
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
に
言
及
し

﹁
２

３
年
お

き
に
タ
ク
シ

運
賃
を
値
上
げ

で
き
る
仕
組
み
に
な

た
ら
し

い
が

現
場
の
感
覚
か
ら
す
る

と
こ
の
短
期
サ
イ
ク
ル
で
値
上

げ
が
進
ん
だ
場
合
の
利
用
者
の

反
応
が
気
に
な

て
仕
方
な

い
﹂
と
話
す


別
の
ド
ラ
イ
バ

は
﹁
福
岡

都
市
圏
は
一
昨
年
の
夏
に
値
上

げ
し
た

さ
ら
に
昨
年
夏
に
は

迎
車
料
金
も
取
る
よ
う
に
な


た
来
年
は
運
賃
改
定
の
年
だ


と
の
話
も
ち
ら
ほ
ら
会
社
の
管

理
職
な
ど
か
ら
聞
く

経
営
側

は
燃
料
費
の
高
騰
や
車
両
の
代

替
え
な
ど
で
値
上
げ
し
た
い
の

だ
ろ
う
が

物
価
高
で
あ
え
い

で
い
る
利
用
者
ら
と
日
々
接
し

て
い
る
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
正

直
複
雑
な
気
持
ち
に
な
る
﹂
と

心
境
を
吐
露
し
た


九
州
運
輸
局
は

日

タ
ク

シ

運
賃
ブ
ロ

ク
の
宮
崎
地

区
で
宮
崎
県
タ
ク
シ

協
会
会

長
会
社
の
エ
ム
ア

ル
交
通

︵
宮
崎
市


本
悟
朗
社
長
︶

が
８
日
付
で
運
賃
変
更
要
請
書

を
提
出
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た


要
請
書
に
よ
る
と

普
通
車

の
場
合

初
乗
り
は
現
行
１
・

５

７
７
０
円
を
１
・
０

７

０
０
円
に

加
算
は
２
６
３



円
を
２
６
５

１
０
０
円
に

改
定
す
る


宮
崎
地
区
の
適
用
地
域
は
県

全
域


８
日
現
在
の
法
人
タ
ク
シ


事
業
者
数
・
台
数
は

社
１
６

９
７
台


今
後

宮
崎
地
区
の
法
人
タ

ク
シ

の
要
請
率
が
３
カ
月
以

内
に
台
数
ベ

ス
で
５
割
に
達

し
な
い
と
き
は
運
賃
改
定
手
続

き
を
中
止
す
る



本
社
長
は
九
州
乗
用
自
動

車
協
会
の
後
継
団
体
と
し
て
今

年
６
月
に
新
た
に
発
足
し
た
九

州
・
沖
縄
ハ
イ
ヤ

・
タ
ク
シ


協
議
会
の
初
代
議
長
を
務
め

る


熊
本
県
な
ど
は
熊
本
都
市
圏

の
通
勤
時
間
帯
の
渋
滞
を
緩
和

す
る
た
め

官
民
連
携
で
時
差

出
勤
や
テ
レ
ワ

ク
に
取
り
組

む
﹁
オ
フ
ピ

ク
通
勤
﹂
を
９

月
の
１
カ
月
間
実
施
す
る


１
日
平
均
１
万
人
規
模
を
目

標
と
し

交
通
量
の
分
散
や
抑

制
を
目
指
す


県
に
よ
る
と
昨
年
９
月
に
１

日
平
均
４
０
０
０
人
規
模
で
時

差
出
勤
に
取
り
組
み

県
庁
周

辺
の
主
要
交
差
点
で
交
通
量
が

ピ

ク
時
の
約

％
減
と
な
る

効
果
が
確
認
で
き
た
と
い
う

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